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報告第１号    専決処分の報告について 



 1 

議案甲第１号 

 

   多久市印鑑条例の一部を改正する条例 

 

 多久市印鑑条例（昭和５０年多久市条例第２１号）の一部を次のように改正

する。 

 

 第２条第２項中「１５歳未満の者及び成年被後見人」を「次の各号に掲げる

者」に改め、同項に次の各号を加える。 

 (１) １５歳未満の者 

 (２) 意思能力を有しない者（前号に掲げる者を除く。） 

 

   附 則  

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。  

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 国が定める印鑑登録証明事務処理要領の改正に伴い、条例の一部を改正する

必要がある。 
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議案甲第２号 

 

   多久市交通安全指導員設置条例の一部を改正する条例 

 

 多久市交通安全指導員設置条例（昭和４６年多久市条例第５号）の一部を次

のように改正する。 

 

 第２条の見出しを「（委嘱）」に改め、同条第２項を削る。 

 第３条に次の１項を加える。 

２ 補欠による指導員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 第４条中「２４人以内」を「２１人以内」に改める。 

 第７条を第８条とし、第６条の次に次の１条を加える。 

 （報酬） 

第７条 指導員には、予算の範囲内において年報酬を支給する。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 地方公務員法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第３号 

 

   多久市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 

 

 多久市固定資産評価審査委員会条例（昭和２９年多久市条例第１７号）の一

部を次のように改正する。 

 

 第６条第２項中「行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律（平

成１４年法律第１５１号）第３条第１項」を「情報通信技術を活用した行政の

推進等に関する法律（平成１４年法律第１５１号）第６条第１項」に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、条例

の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第４号 

 

   多久市各種委員等の報酬及び費用弁償支給条例の一部を改正する 

条例 

 

 多久市各種委員等の報酬及び費用弁償支給条例（昭和３３年多久市条例第１

３号）の一部を次のように改正する 

 

 別表第１中交通安全指導員の項を削り、民生委員推薦会委員の項の次に次の

ように加える。 

災害弔慰金等支給審査委員会委員 日額 ５，１００円 

 別表第１中水道審議会委員の項、公民館分館長の項及び家庭相談員の項から

外国語指導助手の項までを削り、備考を次のように改める。 

備考  

１ 投票所の投票管理者及び投票立会人が交代制で従事するときの報酬額

は、日額を１３で除して得た額に投票管理者及び投票立会人として従事

した時間数を乗じて得た額とし、期日前投票所の投票管理者及び投票立

会人が交代制で従事するときの報酬額は、日額を１１．５で除して得た

額に期日前投票所の投票管理者及び投票立会人として従事した時間数を

乗じて得た額とする。ただし、その金額に１円未満の端数が生じたとき

は、その端数を切り捨てるものとする。 

２ 選挙長、開票管理者並びに開票立会人及び選挙立会人の報酬は、選挙

会又は開票が翌日に引き続いた場合は、翌日の報酬は支給しない。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 
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   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 地方公務員法及び公職選挙法施行令等の改正に伴い、条例の一部を改正する

必要がある。 
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議案甲第５号 

 

   多久市嘱託員の設置及び報酬の支給に関する条例の一部を改正す 

る条例 

 

 多久市嘱託員の設置及び報酬の支給に関する条例（昭和４１年多久市条例第

６号）の一部を次のように改正する。 

 

 第２条中「非常勤の」を削る。 

 第３条第２項中「補欠」の次に「による」を加える。 

 第６条を第７条とし、第５条を削る。 

 第４条を第６条とし、第３条の次に次の２条を加える。 

 （職務） 

第４条 嘱託員は、当該区域を把握するとともに次の職務を行うものとする。 

 (１) 市及び関係行政機関からの通知等の配布、回覧等に関すること。 

 (２) 市政の普及及び周知に関すること。 

 (３) 市及び関係行政機関が行う各種調査に関すること。 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、市政の推進に必要と認められる職務 

２ 嘱託員は、公平かつ適切にその職務を行わなければならない。 

 （秘密の保持） 

第５条 嘱託員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退い

た後も同様とする。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 
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   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 地方公務員法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第６号 

 

   多久市生産組合長の設置及び報酬の支給に関する条例の一部を改 

正する条例 

 

 多久市生産組合長の設置及び報酬の支給に関する条例（昭和３５年多久市条

例第９号）の一部を次のように改正する。 

 

 第２条中「非常勤の」を削る。 

 第３条第２項中「補欠」の次に「による」を加える。 

 第５条を第７条とし、第４条を第６条とし、第３条の次に次の２条を加える。 

 （職務） 

第４条 生産組合長は、地域農業の振興のため、当該区域を把握するとともに

次の職務を行うものとする。 

 (１) 通知の伝達及び広報、その他印刷物の配布並びに回覧に関すること。 

 (２) 自然災害等の被害情報の収集及び報告に関すること。 

 (３) 各種申請、調査書の配布及び取りまとめに関すること。 

 (４) 前３号に掲げるもののほか、地域農業の振興に必要と認められる職務 

 （秘密の保持） 

第５条 生産組合長は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を

退いた後も同様とする。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 
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                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 地方公務員法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第７号 

 

   多久市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 

多久市国民健康保険税条例（昭和２９年多久市条例第２２号）の一部を次の

ように改正する。 

 

第３条第１項中「１００分の１２．４２」を「１００分の１１.８３」に改め

る。 

第４条中「２９，５００円」を「２９，０００円」に改める。 

第５条第１号中「３４，９００円」を「３３，０００円」に改め、同条第２

号中「１７，４５０円」を「１６，５００円」に改め、同条第３号中「２６，

１７５円」を「２４，７５０円」に改める。 

第６条中「１００分の３．１６」を「１００分の２．９５」に改める。 

第７条中「７，６００円」を「７，０００円」に改める。 

第７条の２第１号中「８，４００円」を「７，５００円」に改め、同条第２

号中「４，２００円」を「３，７５０円」に改め、同条第３号中「６，３００

円」を「５，６２５円」に改める。 

第８条中「１００分の１．６１」を「１００分の２．１２」に改める。 

第９条中「７，４００円」を「９，２００円」に改める。 

第９条の２中「３，２００円」を「４，３００円」に改める。 

第２１条第１号ア中「２０，６５０円」を「２０，３００円」に改め、同号

イ(ア)中「２４，４３０円」を「２３，１００円」に改め、同号イ(イ)中「１

２，２１５円」を「１１，５５０円」に改め、同号イ(ウ)中「１８，３２３円」

を「１７，３２５円」に改め、同号ウ中「５，３２０円」を「４，９００円」

に改め、同号エ(ア)中「５，８８０円」を「５，２５０円」に改め、同号エ(イ)

中「２，９４０円」を「２，６２５円」に改め、同号エ(ウ)中「４，４１０円」

を「３，９３８円」に改め、同号オ中「５，１８０円」を「６，４４０円」に

改め、同号カ中「２，２４０円」を「３，０１０円」に改め、同条第２号ア中
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「１４，７５０円」を「１４，５００円」に改め、同号イ(ア)中「１７，４５

０円」を「１６，５００円」に改め、同号イ(イ)中「８，７２５円」を「８，

２５０円」に改め、同号イ(ウ)中「１３，０８８円」を「１２，３７５円」に

改め、同号ウ中「３，８００円」を「３，５００円」に改め、同号エ(ア)中「４，

２００円」を「３，７５０円」に改め、同号エ(イ)中「２，１００円」を「１

８７５円」に改め、同号エ(ウ)中「３，１５０円」を「２，８１３円」に改め、

同号オ中「３，７００円」を「４，６００円」に改め、同号カ中「１，６００

円」を「２，１５０円」に改め、同条第３号ア中「５，９００円」を「５，８

００円」に改め、同号イ(ア)中「６，９８０円」を「６，６００円」に改め、

同号イ(イ)中「３，４９０円」を「３，３００円」に改め、同号イ(ウ)中「５，

２３５円」を「４，９５０円」に改め、同号ウ中「１，５２０円」を「１，４

００円」に改め、同号エ(ア)中「１，６８０円」を「１，５００円」に改め、

同号エ(イ)中「８４０円」を「７５０円」に改め、同号エ(ウ)中「１，２６０

円」を「１，１２５円」に改め、同号オ中「１，４８０円」を「１，８４０円」

に改め、同号カ中「６４０円」を「８６０円」に改める。 

  

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の多久市国民健康保険税条例の規定は、令和２年度

以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和元年度分までの国民健

康保険税については、なお従前の例による。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 
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                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

多久市国民健康保険税を改定するため、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第８号 

 

   多久市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 

 

 多久市災害弔慰金の支給等に関する条例（昭和４９年多久市条例第２４号）

の一部を次のように改正する。 

 

 第１５条第３項を次のように改める。 

３ 償還金の支払猶予、償還免除、報告等、一時償還及び違約金については、

法第１３条、第１４条第１項及び第１６条並びに令第８条、第９条及び第１

２条の規定によるものとする。 

 第５章の章名を次のように改める。 

   第５章 雑則 

 第１６条を第１７条とし、第５章中同条の前に次の１条を加える。 

 （災害弔慰金等支給審査委員会の設置） 

第１６条 市に、災害弔慰金及び災害障害見舞金の支給に関する事項を調査審

議するため、災害弔慰金等支給審査委員会（以下「支給審査委員会」という。）

を置く。 

２ 支給審査委員会の委員は、医師、弁護士その他市長が必要と認める者のう

ちから、市長が任命する。 

３ 前項に定めるもののほか、支給審査委員会に関し必要な事項は、市長が別

に定める。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 
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   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 災害弔慰金の支給等に関する法律の改正に伴い、条例の一部を改正する必要

がある。 
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議案甲第９号 

 

   多久市下水道条例等の一部を改正する条例 

 

 （多久市下水道条例の一部改正） 

第１条 多久市下水道条例（平成１６年多久市条例第１９号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

  第２０条中第３項を削り、第４項を第３項とし、第５項を第４項とし、第

６項を第５項とする。 

  第２３条第１号中「多久市水道事業給水条例（平成１０年多久市条例第９

号）」を「佐賀西部広域水道企業団水道事業給水条例（令和元年佐賀西部広

域水道企業団条例第７号）」に改め、同条第４号中「多久市水道事業給水条

例」を「佐賀西部広域水道企業団水道事業給水条例」に改める。 

 

 （多久市農業集落排水施設条例の一部改正） 

第２条 多久市農業集落排水施設条例（平成１５年多久市条例第２０号）の一

部を次のように改正する。 

 

  第２２条中第３項を削り、第４項を第３項とし、第５項を第４項とし、第

６項を第５項とする。 

  第２４条の２第１号中「多久市水道事業給水条例（平成１０年多久市条例

第９号）」を「佐賀西部広域水道企業団水道事業給水条例（令和元年佐賀西

部広域水道企業団条例第７号）」に改め、同条第４号中「多久市水道事業給

水条例」を「佐賀西部広域水道企業団水道事業給水条例」に改める。 

 

 （多久市定住促進条例の一部改正） 

第３条 多久市定住促進条例（平成１８年多久市条例第３２号）の一部を次の

ように改正する。 
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  第３条中「、水道使用料」を削る。 

 

   附 則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 水道事業の統合に伴い、関係条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第１０号 

 

   多久市営住宅条例の一部を改正する条例 

 

 多久市営住宅条例（平成９年多久市条例第３５号）の一部を次のように改正

する。 

 

 第４２条第３項中「年５分の割合」を「民法（明治２９年法律第８９号）に

定める法定利率」に改める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の多久市営住宅条例第４２条第３項の規定は、令和

２年４月１日以後の期間における利息に適用し、同日前までの期間における

利息は、なお従前の例による。  

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 民法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第１１号 

 

   多久市国民健康保険病院事業の設置等に関する条例の一部を改正 

する条例 

 

 多久市国民健康保険病院事業の設置等に関する条例（昭和４１年多久市条例

第２９号）の一部を次のように改正する。  

 

 第５条中「第２４３条の２第８項」を「第２４３条の２の２第８項」に改め

る。  

 

   附 則  

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。  

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 地方自治法の改正に伴い、条例の一部を改正する必要がある。 
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議案甲第１２号 

 

   市町の境界の決定に関する意見について 

 

 多久市と江北町との境界決定案に対し、別紙のとおり、佐賀県知事に意見す

ることについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９条の２第３項の

規定により、市議会の議決を求める。 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日   

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 市町の境界の決定に関する意見については、地方自治法の規定により議会の

議決が必要なため、この案を提案する。 
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別紙 

 

１. 多久市と江北町との境界決定案 

   多久市と江北町との境界は、別図１から１９のとおり、Ｐ１からＰ３６４

までの各点を順次直線で結ぶ線とする。 

 

 

２. １のＰ１からＰ３６４までの各点の位置については、別表のとおりとす 

る。 

 

 

３. 意見 

 異議はない。 
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議案甲第１３号 

 

   多久市過疎地域自立促進計画の変更について 

 

 多久市過疎地域自立促進計画を別冊のとおり変更したいので、過疎地域自立

促進特別措置法（平成１２年法律第１５号）第６条第７項の規定により、市議

会の議決を求める。 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦 

 

（提案理由） 

過疎地域自立促進計画の変更については、過疎地域自立促進特別措置法の規

定により議会の議決が必要なため、この案を提案する。 
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議案甲第１４号  

 

   市道路線の廃止について 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第１項の規定により、市道路

線を次のとおり廃止する。 

 

路線番号 路 線 名 
起   点 

終   点 

７３６ 皿屋線 
西多久町大字板屋 4698 番 4 地先 

西多久町大字板屋 4739 番地先 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

 市道路線の見直しにより、１路線を廃止する必要があるため、この案を提案す

る。 
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 24 

議案甲第１５号  

 

   市道路線の認定について  

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により、市道路線

を次のとおり認定する。  

 

路線番号  路  線  名  
起   点  

終   点  

７３６  皿屋線  
西多久町大字板屋 4713 番 1 地先  

西多久町大字板屋 4739 番地先  

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

   令和２年３月２日 

 

                 多久市長  横 尾  俊 彦     

 

（提案理由） 

市道路線の見直しにより、１路線を認定する必要があるため、この案を提案

する。 
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